
 

この件に関するお問い合わせ：  

国際交流基金 広報部（担当：熊倉、原田） 

Tel: 03-5369-6075 / Fax: 03-5369-6044 

E-mail: press@jpf.go.jp 

2023 年 1 月 23 日 

No.2022-029 

2022 年度「国際交流基金地球市民賞」受賞団体決定 
特定非営利活動法人アレッセ高岡（高岡市） 

特定非営利活動法人 Peace Culture Village（広島市） 

特定非営利活動法人地域サポートわかさ（那覇市） 

 

国際交流基金（JF）は、1985 年より国際文化交流を通じて日本と海外の市民同士の結びつきや連携を深め、

知恵やアイディア・情報を交換し、ともに考える団体に対して「国際交流基金地球市民賞」（以下「地球市民賞」）を

贈呈しています。（地球市民賞とこれまでの受賞団体につきましては公式ウェブサイトをご参照ください 

https://www.jpf.go.jp/j/about/citizen/index.html） 

このたび、第 38 回となる 2022 年度の受賞団体に、応募総数 98 件から、特定非営利活動法人アレッセ高岡（高

岡市）、特定非営利活動法人 Peace Culture Village（広島市）、特定非営利活動法人地域サポートわかさ

（那覇市）、の 3 団体が決定しましたので、お知らせします。なお、2 月 22 日、都内にて授賞式を開催しますので、

別途ご取材に関する詳細を案内いたします。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

2022 年度受賞団体 

 

■特定非営利活動法人アレッセ高岡 
＜多様性を地域の力に 外国人散在地域における多文化共生のモデル的活動＞ 

富山県高岡市、代表：青木 由香 

 

■特定非営利活動法人 Peace Culture Village 
＜テクノロジーと若者の参画で平和の尊さを後世につなぐ＞ 

広島県広島市、代表：スティーブン・リーパー（専務理事 住岡 健太） 

 

■特定非営利活動法人地域サポートわかさ 
＜ともに考え、住民の活動を創造的に後押しする地域づくりの要＞ 

沖縄県那覇市、代表：上原 廣保 

※次頁以降に、受賞団体の略歴や授賞理由などの詳細を記載しております。 

以上 

■国際交流基金について（http://www.jpf.go.jp/j/index.html） 

国際交流基金は世界の全地域において、総合的に国際文化交流事業を実施する日本で唯一の専門機関です。

1972 年に外務省所管の特殊法人として設立され、2003 年 10 月１日に独立行政法人となりました。海外に 24 か

国・25 の拠点を持ち、「日本の友人をふやし、世界との絆をはぐくむ」をミッションに掲げ、世界の人々と日本の人々の

間でお互いの理解を深めるため、さまざまな企画や情報提供を通じて人と人との交流をつくりだしています。  
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2022 年度「国際交流基金地球市民賞」受賞団体 

 

■特定非営利活動法人アレッセ高岡 
【所在地】 富山県高岡市守山町 35 ニッセンビル 402 

【代表者】 理事長 青木 由香 

【設立】    2010 年 

【ウェブサイト】  https://www.alece.org/ 

 

 

＜授賞理由＞ 

アレッセ高岡とは、外国ルーツの青少年が、日本とルーツ国の架け橋や地域社会の一員として活躍する人材となる

よう、学習支援等の事業を推進する団体である。高岡市では 1990 年頃より多くの外国人労働者を受け入れており、

外国ルーツの子どもたちが日本の学校で学ぶようになった。様々な課題解決を目指し、2010 年に同団体が設立さ

れた。2020 年度からは、こうした外国ルーツの子どもの「支援」という枠組みを超え、地域のすべての人々が互いの違

いを理解・尊重し、多様性を真に受けとめる市民となっていくような教育プログラムを展開。外国人散在地域であるだ

けに実務的課題は多いが、多文化共生社会の実現に向けて努力を重ね、地域活性化にも貢献している。 

 

 

＜授賞コメント＞ 

人も金も不足し保守的な地方、しかも、外国ルーツの子どもの存在自体なかなか認識されない外国人散在地域。

全く光が当たらない暗闇の中で、ただただ子どもたちの可能性を信じて活動を続けてきました。そんな私たちの活動に

地球市民賞が光を照らしてくれたと感じています。それは、外国ルーツの子どもたちの可能性を照らす光でもあると思い

ます。受賞をきっかけに、多様な子どもたちが市民として切り拓く、自らの、そして、地域の未来への視座を、地域の多く

の人と共有したいと思います。 
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■特定非営利活動法人 Peace Culture Village 
【所在地】 広島県三次市甲奴町福田 26 （※広島市に定款変更予定） 

【代表者】 代表 スティーブン・リーパー（専務理事 住岡 健太） 

【設立】   2014 年 

【ウェブサイト】 https://peaceculturevillage.org/ 

 

 

＜授賞理由＞ 

世界から広島を訪れる人々への平和ガイドや対話プログラムを提供する Peace Culture Village は、原爆投下

から 77 年が過ぎ、多くの団体が語り部の高齢化や組織の維持に悩むなか、オンラインツアーや XR といったテクノロジ

ーを活用し、若い世代も参画する新たな取り組みを展開してきた。コロナ禍で経営的にも危機を迎えるなか、広島を

直接訪れることができない人に何ができるかをスタッフたちが考え、旅行会社と連携しオンラインツアーや授業を企画。

また若者が有償で仕事として参画するしくみを構築し、平和文化の分野に留まらず、これからの国際交流活動のあり

方にも新たな可能性を示している。 

 

 

＜授賞コメント＞ 

この度は名誉ある賞へ選定を頂きありがとうございます。  

私たちにとって「地球市民」という概念は大きなものです。  

被爆者の田中稔子さんが私たちへ「世界中に友達を作ってください」と伝えてくれます。「もしも世界中に友達がいれ

ば、戦争が起きた時に友達の顔が浮かぶでしょう。その時に平和が自分ごとになる」と。  

「世界中へ友達を作る」は大きな夢ですが、地球市民の立場で友達と力を合わせ、より良い未来を創造していきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

この件に関するお問い合わせ：  

国際交流基金 広報部（担当：熊倉、原田） 

Tel: 03-5369-6075 / Fax: 03-5369-6044 

E-mail: press@jpf.go.jp 

2023 年 1 月 23 日 

No.2022-029 

■特定非営利活動法人地域サポートわかさ 
【所在地】 沖縄県那覇市若狭 2 丁目 17 番 8 号 2 階 若狭 2 丁目自治会事務所内 

【代表者】 理事長 上原 廣保  

【設立】   2005 年 ※2007 年に NPO 法人に認証 

【ウェブサイト】 https://cs-wakasa.com/ 

 

 

＜授賞理由＞ 

地域サポートわかさは、沖縄県那覇市若狭地域で住民主体のコミュニティ形成を担う NPO 法人である。住民の宝で

ある那覇市若狭公民館の民営化に際し、管理運営を担うべく近隣住民が協力して 2005 年に設立。住民自治を尊

重し、地域住民の自発的な活動を後押しする一方、アーティストとの協働などユニークな視点で企画する質の高いプログ

ラムや細やかな情報発信に定評があり、全国的にも注目の存在となっている。  

「誰一人取り残さない」をモットーに、地縁組織に属さないひとり親世帯や様々な家庭環境にある子どもたち、在留外

国人も意識し、セーフティネットの役割も果たす。近年は増加するネパール人住民の活動も支援し、住民との交流と相

互理解に一役買っている。 

 

 

＜授賞コメント＞ 

 この度は、栄えある国際交流基金地球市民賞に選考いただき感謝申し上げます。若狭公民館開館 30 周年の記念

の年にこのような大きな賞をいただき、喜びもひとしおです。  

 「誰一人取り残さない地域社会の実現」を目指して、多くの機関・団体、そして地域住民の皆さまと共に学び合いなが

ら日々模索しています。協働パートナーとの喜びの分かち合いを励みとしながら、さらに前進できるよう尽力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://cs-wakasa.com/

